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■救急出動要請と電話相談（♯7117）
★緊急だと思ったら、迷わず１１９番通報を︕
年末年始になると、医療機関がお休みになるところが多く、またそんな時に限っていろいろなト

ラブルが発生するものです。急なケガや病気、家族の様子が普段と違う・・・など、とても困って
しまいます。そんな時に市⺠の頼りになるのが、救急⾞ですね。東大阪市消防局でも、緊急だと
思ったら迷わず１１９番通報を呼びかけています。東大阪市では、１１９番通報して救急⾞が現場
に到着するまでに平均８分（令和２年統計）ということで、全国平均より１分ほど早く到着してく
れます。これは心強いですね。
★こんな時は、♯７１１９ に相談しよう︕
この症状で救急⾞を呼んだ⽅がいいのかどう

か、迷うときもよくあります。また救急⾞を呼
びたいけれど、大きなサイレン音を鳴らして出
動されてもたいそうだし、どうしたものか思案
するときもあるでしょう。そんな時に、
♯7119で相談できるのをご存知でしたか。

生活している以上、ごみは必ず出ます。驚くべきことですが、ほんの数⼗年前までごみは埋めら
れるか、山間部に捨てられていたのです。しかし大量生産・大量消費の時代になり、またプラス
チックの出現によりごみ量が⾶躍的に増え、ごみを捨てていたら、地球はごみだらけになってしま
います。私たちの住環境、ひいては地球の環境を守り、持続可能な循環型社会をつくって⾏くため
にごみ問題を何とかしなければいけません。

♯7119に寄せられた相談は、医師、看護師、トレーニングを受けた相談員等が電話口で症状など
を聞き取り、「緊急性のある症状か」や「すぐに病院を受診する必要性があるか」等を判断します。
相談内容から緊急性が高いと判断された場合は、迅速な救急出動につなぎ、緊急性が高くないと判
断された場合は、受診可能な医療機関や受診のタイミングについてアドバイスをしてくれます。こ
れはぜひ知っておきたいですね。

■ごみの話しはおもしろい︕

★ごみ問題の究極の目標は、燃やす量を減らして残渣（ざんさ）を減らすこと︕
ごみを燃やすようになって、衛生的になり伝染病

などの病気も減り、住環境は格段に整備されました
が、燃やすとどうしても残渣（残りかす）が残るの
です。燃やす量の16％も出るので、これらの最終処
分地をどうするかが大問題なんです。どうしている
かというと、大阪湾に残渣を運んで埋⽴てて⼈口島
をつくって、我々の住むところの住環境を守り島も
活用しようという一石二鳥を狙っています（大阪湾
フェニックス計画）。



「なかにし」「のぶひろ」の頭文字から名づけた「なのタイム
ス」･･･実は「ナノ」という⻑さの単位でもあります。「１ナノ」
は10億分の１㍍という途轍もない小さな単位ですが、私たち一⼈
ひとりも地球規模からいうと途轍もなく小さな存在であり、そん
な小さな声なき声を集めて、ボトムアップの政治を目指します。

「コロナからの回★自分たちができることを、やりきろう
復 〜地域のつながりを⾒直そう〜」

私たち市⺠は、自分たちのできることをやらなければなりません。ごみを出来るだけ出さない
（リデュース）、使えるものはできるだけ再利用する（リユース）、資源に再活用できるものはで
きるだけ分別する（リサイクル）の「３Ｒ」を徹底してほしい。ごみ問題は、⾏政と市⺠が協働し
てできる分野であり、市⺠の皆さんのほんの少しの努⼒と気づかいで大きな成果が出やすいといえ、
面白い分野と言えますね。そのような努⼒のおかげで、ごみの総量は減っています。東大阪市で搬
⼊量が一番多かった平成１２年と⽐べて２０年間で約３割もごみ量が減っています。すごいことで
すね。
東大阪市と大東市のごみは、水走にある東大阪都市清掃施設組合に搬⼊して焼却していますが、

５年前にできた第５⼯場の焼却炉は４００トンで、廃止した第３⼯場の６００トンの焼却炉から２
００トンも減らせたのです。１トン当たり１億円ともいわれる焼却炉の建設で２００億円もの建設
費を削減できたことになり、これは⾏政の⼈たちの努⼒と市⺠との協働による成果であるといえる
でしょう。私は「⾏政の隠れたファインプレー」と言っているのですが、ごみの減量によって200
億円も建設費が削減できたことを知っている市⺠は少ないのです。皆さんは、ご存知でしたか。ま
た、なんと第５⼯場で焼却した熱によって発電がなされており、発電効率が26.3％という日本一の
記録で、施設組合で使う電気のほか売電もしており、その⾦額が年間９億円（東大阪市は７億円）
にもなり、これは誇るべきことです。売電したお⾦は今はそれぞれの市の償還⾦に使われています
が、これを太陽光パネル設置の補助⾦として活用したり、バイオマス発電の拡大のために使うこと
により、環境⾏政の更なる発展があるのではないでしょうか。これは議会の中で訴えてまいります。

（４９号に続く）

★自分たちができることを、やりきろう

しかしこのままで推移すると、尼崎沖処分場・泉大津沖処分場・神⼾沖処分場に次ぐ４つ目の島で
ある大阪沖処分場も１０年後にはいっぱいになり、新たな処分地をつくるのは莫大な費用と環境へ
の影響が大きくその後の計画はまだできていません。最終処分地がないということはたいへんなこ
とで、とにかくごみの総量を減らして燃やすごみを減らし、残渣を少しでも減らしてフェニックス
の延命をしなければならないのです。


